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1 鎮魂研究史から
1 )承前
怨霊@御霊と「鎮魂J語
一「鎮魂J語疑義考ーその 3
坂本要※
r&真魂Jという認の使われ方を考えている O すでに 2回この誌に連載しているので¥それを
補いながら説明する O 鎮魂とは「宮中鎮魂祭jの儀礼のことで新嘗祭や大嘗祭に先立つ儀礼と
して行われ続けてきたもので、現在まで皇室では行われている O
しかし現在私達はこの「鎮魂」の諾を死者を悼む意味に使用している O 鎮魂の「鍍jは荒ぶ
る魂を鎮めると解されて、人生途中で死を迎え無念の患いがまだこの世に残っている戦死者や
災疫死者に対して用いる誌であるとされる O 民俗学やj琵史学:ではこのことを殺されて非業の死
を遂げた怨霊・御霊に対ーする観念や信仰の成立に関連して説明している O この説は現在の私達
も広く認めるところでもあり、昨年の 3月1日の東日本大震災以降この認が新聞紙上に氾濫して
いるのも事実である O 鎮魂の語が感覚的には非業の死者に対する恐れの綴念というより、死者
一般への哀悼の意にさらに変化しているようにも見受けられる。実はこの死者への鎮魂の訟は
明治時代から散見するものの急速に使月3され出すのは1970年頃からで、使用例の数も宮1:1鎮魂か
ら戦死者等の鎮魂に急速に転換していく O さらに現在死者一般への哀悼の意へと変化しつつあ
るのかもしれない。連載「その 1Jの「鎮魂諾の近代jで新開や雑誌記事索引等を参考にしな
がらそのことを述べた。
連載「その2Jの「研究史に見る鎮魂語jでは鎮魂祭や鎮魂という観念がどのように解釈さ
れてきたかを、幕末以降の研究史をたとごって探ってきた。というのはこの鎮魂という観念を正
面に据えたのは、折口信夫の民俗学で、折口はその範を平田篤胤-鈴木霊胤をとっている O ま
た鎮魂論をまとめたのは国学者の伴信友である O そのことから鎮魂解釈を幕末の国学者から始
め、折口信夫・柳田国男・筑土鈴寛・堀一郎・五来重と)1債を追って取り上げてきた。そこで問
題になったのは宮中鎮魂が死者鎮魂に変わったとするならば、いつどのような契機で変わった
のかである O 歴史学では奈良時代から平安時代にかけての怨霊-御霊信仰の発生に求めている O
民俗学では折口信夫-五来重がその観念・信仰の担い手として遊び部という集団を想定して鎮
魂がひろまったとしている O
※筑波学説大学経営情報学部教授
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2 )鎮魂祭の成立
「その 2Jの 15小結jでは鎮魂に「宮中鎮魂jと「死者鎮魂J1芸能鎮魂jを別に考えるべ
きだと提案した。また天皇祭柁の鎮魂祭についても鎮魂の意味が不明雄で多義的であることを
補足し、次のような言葉で終えた。
「最後に宮中鎮魂に話しは戻るが、この概念の混乱のもとは鎮魂そのものにタマフリとタマ
シズメの二つの読みが記されていることに起因する O 常識的には奮い立たせると鎮めるは相反
する行為である O 折口は統一的に理解しようとしたが、鎮魂祭そのものの成立時点で三つくら
いの儀礼もしくは観念の複合であるとする見解が強い。J
これは松前健氏の説である 2。三つとはし招魂儀礼(魂の招き返しの呪法) 2、蘇生の呪法
3、病気治療術(離魂病)である O 同様のことを藤野岩友氏は「鎮魂の語義とその 111:l Y~J 3で日
本の宮中鎮魂儀礼が 1:I:]I~ の招魂と鎮魂の語が混用されているからであることを指摘している O
また松前健や新井喜久夫は物音1)氏が奉じる石上神社には加の鎮魂法があったこと、宮i中鎮魂以
外にも良1号に鎮魂法があり病気治しに用いられていたとして、このことも;宮中鎮魂祭の成立に
影響を与えたとしている o
幕末の留学者鈴木霊j乱の説を見てみよう鈴木霊胤は鎮魂祭を猿女君と物部氏の所伝とを分
けて考えている o r猿女君の所伝は離遊の運魂を招鎮るもので、物部氏の所伝は大病坐ず大id:!l寿氷
く久しく坐む術としているoJ~Ijの笛所では「天鍛女の伝る所は尋常の鎮魂祭なり、銭速日命の
行ふ所のは若痛むj定有は此十衰を振りて鎮めよ、如此せば死人も生返らむと宣る表物にて常と
変との差別也。此を打合せて其より後の祭式は定まれる。J天岩戸が先で-1賓を振ることが後に
加わったとしている O すなわち天岩戸の神楽があり、そののちに笛を振って鎮魂する法が加わ
ったもので、答を振るのは物部の法で病気にあらず長生きをさせる法であるということである O
この物部の法は生き返らせる蘇生の法でもあり、岩戸の神楽は遊離魂を招き鎮めるものである O
鎮魂を遊離した天皇霊を招くネlt楽だけでなく蘇生法でもあるとしている O この説は折口信夫の
鎮魂説に発展する O
このように宮中鎮魂祭は中国の招魂法や民間の病気治しを取り入れながら天皇霊の再生儀礼
として徐々に成立していったため、矛盾をはらんでいた
2 怨霊・御霊と「鎮魂」語
1 )怨霊・御霊信仰研究史から
死者に対ーする鎮魂としては怨霊・御霊信仰が考えられる O 黒田俊雄「鎮魂の系諸J7に代表さ
れるように、怨霊・御霊に対する鎮魂概念の発生を王権(天皇制)維持の概念と規定している O
しかしそのことの可否を問つi'iiiに怨霊・御室に対して鎮魂という言葉がj羽し 1られたのだろうか。
このことがこの節の主題になる O というのはこの連載をするにあたって、鎮魂の誌をとりあえ
ず東大史料編纂所の古記録フルテキストデーターベースの索引で取り出そうとした。もちろん
このデーターベースが「大日本古記録jを基にしているため史料が限られているのだが、一応
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の目安としてヲiいてみても宮中の鎮魂祭関連以外にこの諾の使用例は出てこなかった。 r六回史j
の関連記事をあたっても、「怨霊-御霊を鎮魂すjという表現は見当たらない。「大日本古文
書j ・「寧楽遺文J. r平安遺文j等でも同様である O ないということを証明するのは難しい
が、死霊に対して「鎮魂jという語が一般的に使われていたということはないようである O 常
識的に怨霊は鎮魂するもの、鎮魂した怨霊を御霊として詑るものという諾の使われ方を想定し
ていたので、結果は意外で、あった。
しかし「研究史から見た鎮魂諾jにみるように折口信夫・五来重以外の研ー究者は怨霊につい
て鎮魂という言葉を使うことには慎重である O 柳田国男-堀一郎しかりである O 柳田l!l男は!君、
撫・鎮静・送部・祭却の諾を、堀一郎は鎮送・鎮逼(ちんあっ) .鎮祭・調伏である O 前号で
は堀が「熟さざる用語jとして鎮送冗術の語を使用したという経緯を述べた。
桂1霊信仰研究の草分けである村山修一、柴田実も慎重であった o 柴田実は「祇関御盤会ーそ
の成立と意義一J1954の中で、慰手[]・遷去iJの語を 9 、村 u汁多ーは f 日本者I~Îîï生活の源流j 1953の
中で鎮斎の語を、 f天神経IJ霊信仰史jで鎮撫・鎮詩J. !主将IJ・慰j持者の諾を、重ねて使用している 100
同じ1953年に堀一郎は鎮送の諾を使用した。三氏とも鎮魂の諾を使用せず、造語もしくは箆史用
語からの転用としてこれらの語を使用したのは、それなりの意図があったと考えられる o それ
は文献に「怨霊を鎮魂すJとはでてこないからであろう O 鎮めてのち、慰めて祭るとか翻すと
いう言葉があるので、それぞれの研究者は文献にみられるような鎮部・鎮撫・関伏というよう
な語を使用しているか、鎮祭・鎮送の諾を勘案している o (鎮祭については後述する。)
2 )怨霊関連史料から
まず東大資料編纂所のデーターベースから「鎮魂jの諾を51いてみると Jl、古記録フルテキス
トデーターベースでは54件、大日本史料総合データーベースで239件・平安遺文フルテキストデ
ーターベースで20件・鎌倉遺文データーベースで4件が打ち出されるが、すべてが宮中鎮魂祭に
関しての事項であり、怨霊・御室に関する記事には連動していなかった。『続日本紀jにみられ
るように意図的に怨霊記事を外したこと 12があるにしても、怨霊、御霊については鎮魂の語を使
用しなかったといえよう O 逆に怨霊・御霊からヲiいても鎮魂の語はでてこないor大日本史料j
の網文に「怨霊を鎮すjの語がでているが、これは大日本史料として編纂を始めた1901年以降の
表題に使った諾で、古代中世の語ではない。「鎮Jでヲ!いて出てくる諾は先述の研究者の使った
「鎮祭J. r鎮謝J. r鎮撫jの3語である O
「鎮祭jは地鎮祭-安鎮祭の部分語としてでてくるので、このi時代に「鎮祭すjという動認
では用いられていない。
「鎮撫するjは中世の用語として多く出てくるが古代の鎮撫使の諸にあるように、治安維持
の役職で、撫は「押さえつけるjという意味で使用している O 現在使われている「なだめるj
の意味とは少し異なるように思える O
「鎮謝jの謝は「あやまるJrわびるjで、鎮めてあやまるという意味であり、「陳請けーるJ
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なわち「わびをのべるjことの誤記でもないor類衆国史j延暦十九年 (800)の条に怨霊とされ
た早良親王や井上内親王を山稜に詑りなおす記事で r出場締衆僧を率て、淡路面に在る山稜に
鎮書官せしめjとある O このような例は多いo r六0史安ヲIJでは「鎮謝jの語が22例挙げられて
いる13
また早良親王すなわち崇道天皇を淡路島に記る話で f日本後紀j延暦十八年 (799)二月十五
日の記事に「傍燈大法的位泰信等於淡路図。令資幣吊謝jとある O 幣吊をたまい(崇道天皇霊
に)謝せしむの意である O 同じく延暦廿四年 (805)四月五日の記事には r(崇道天皇)の怨霊に
笠に謝すjとある O 謝はすなわちあやまるで、他にもあるが11告す。
また同じく f日本後紀j延暦廿四年 (805)二月六日の記事に@，I喝された井上内親王・他戸親
王の怨霊を鎮めるためにた建てられた奈良五条市霊安寺について「読大般若経読、小倉於霊安
寺、志向稲ij束、又別i良部綿百五十斤備指名百五十斤、慰ネrl霊之怨魂也jネrjl霊の怨魂を慰めるなり、
とある O このように怨霊に「謝すJr慰すjの表現が多い。
3 )調伏
「調伏(ちょうぶく )Jは従わせることで、中itの戦乱の世になると多く用いられた語である O
「じようぶく jとも言い心身を整えて相手を降伏させるということで、元は仏教諾である O 不動
調伏法がもっとも一般的で、病気の邪気被いまたは出産時の邪気被いに行われた。
fノト右記j永酢元年 (989)七月廿八日の記事に「使間関梨勝酢、率二iコ伴僧、 i環七十日不動
調伏、イ衣物'1在夢想、不快j物拡はモノノサトシと読みいわゆる物の怪で阿閤梨勝詐と二人の僧が
不動調伏法を行ったとある O このような記事は平安期多く見られるが、 f平家物語jの巻七「還
亡(げんぼう )Jに次のようにある O 還亡とは奈良時代の僧玄坊のことで、藤原広樹と対立し筑
紫に流されるが、広嗣の亡霊があらわれて、広綱を調伏しようとしていた。
玄i坊の首をとって雲の中に消えたという恐ろしい話である o r天平十六年 (742)六月十八日筑
前医i見かさ郡大宰府観世音寺供養せfられる導部iには玄坊僧正とぞ聞こえしO 高座にのぼり、敬白
の鐙うちならすIl寺俄に空かきくもり、雷ちおびただしう鳴て、玄坊の上におちかかり、その首と
って雲の中にぞ入りける O 広{制調伏したりけるゆえぞ聞こえし。jとある O 鎌倉時代に入ると敵
を調伏す、とか調伏之矢というように敵を退治するという意味になっていく O 能の「調伏曽我j
も仇敵の工藤裕経を調伏するという射になっている O 中世になると怨霊は退治されるものとい
う性格は強くなる O
面白いのはこれと同じ話が f今昔物語jにあるO 巻第十一の「玄坊僧正互麿傍法相語jに吉備
真備が広iu!司の怨霊を鎮めることとなり、「吉備j宣旨をうけたまわり、西に行きて広継が墓にして
陳じけるに、其の霊して、吉備ほどほどしく鎮めらるべかりけるを、吉備陰陽の道に極めたり
ける人にて陰陽の術を以って我が身を怖れなく j認めてねんごろにをこつりこしらへければ其の
笠止まりけり O 其の後霊、ネ11と成りて其の所鏡明ネ11と申す是也。J
怨霊は吉備真備に鎮められ止まってネ1になったという話である O
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このように怨霊から転じた御霊は「鎮めて、謝し、慰めて、杷るJというのが平安時代の表現
であり、中世になると「鎮撫JI調伏jの諾が使用されて押さえつける退治するの!惑が強まるO
3 再び幕末留学から， )尊王思想と御霊
怨霊-御霊が問題になるのは尊王思想の高まった幕末国学の動きである O 鎮魂に類した「御
霊(みたま)を鎮めるJI鎮斎JI鎮祭J等の諾がさまざまに使われだすのもこの期からである O
「その 2研究史からみる鎮魂諾jで取り上げたがもう一度そのことを考えてみよう o 本語室長な
どの国学者は霊魂観をネIjJ々との関連で世界観として堤示している O 本j吾宣長は世界を「綴事j
と II~ill事j に分け、平 EB篤j乱は幽事を幽冥界としてカクリヨ問}ち死後の世界とした。 r主主の真柱j
下つ巻で「墓所に葬(かく)すも鎮(しず)まり坐すjの詰がでてくる O 墓所は鎮まるところ
としづ観念である O 篤胤の文に「霊の行方の安定をjとあり、「安定Jに「しずまりJの振り仮
名をふっているが、死後の世界を魂の「鎮まるJ理想的世界としたのはこの矧の悶学者たちの
共通した感覚である O
ここまでは「その2研究史にみる鎮魂諾jで述べたことで、このあとに怨霊・御室主について
論じたが、「鎮魂Jという諾をキーに史料を読み直してみる O
この幕末期に崇徳天皇のことが論議されている O この経過は山EI1ifk可「崇1!B天長王子1I盤の選選J
に詳しし1140 まず崇徳天皇の御霊について述べた平田篤j乱の{玉棒総論追}]I1]15を見る o
「崇徳天皇の社を大炊通の東に建て、尊霊を慰めたてまつる。Jp 64-1]行iき!
f光明院と号して、尊霊を鎮めまつり、法施不退の霊場となしたまえり o p 646-4行自
「是れ讃1皮院の御霊なりとて宥(なだ)め進らせむ為にJp652-9行1]
f崇徳院と祝い奉り O 宇治左大臣をも神に崇められけるJp652-10行自
等である他に保元物語・源平盛衰記-平家物語の引用があるがこの表現におさまる O というこ
とで、平田篤胤の崇徳天皇の事項に関しては「鎮魂jの誌はなく、鎮め・慰め・なだめ・崇め
るの表現で、中世文献にでている用語の範囲内である O
次に崇徳天皇の御霊を京都に還遷することを図った中端雲斎以下について見るヘ幕末の留学
者の間では尊王思想、を崩壊させた淵源を保元の乱の平家にまで遡り、崇徳天皇が讃岐に配流さ
れたにことが武士政権誕生の端緒になったとしている O したがって崇徳天皇の御霊を奉りなお
すことは、尊王行為としてはじめにやらなければならないことであるとする考えがあったo I~コ
瑞雲斎はその先頭にたって、京都に崇徳天皇を記る白 1約1社を建てようとする O その関連で崇
徳天皇の御霊について多くを述べる o I崇徳天皇の1ll:1J神霊を慰め奉らせ給えばJI天皇長き歳月
の御怨念(いかり)も御忍:意(いかり)も忽に和(なご)ミ解させ給いJ17とあり、御霊にたい
しては「慰め・なごむjの表現である O
次に祭政一致やネItl祇官の復興に尽力した矢野玄道が書いた、復古神道に基づいた政権構想と
もいえる「献芹麓諾(けんきんせんご)J 18の中の御霊について触れよう o I荒ぶる神やj服従(ま
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つろ)はぬ神も皆この道を以って天下を教化し!童家の安静をもたらせんとするj趣旨が述べら
れている O そのため「藤原広嗣・橘奈良麿・橘逸勢・文室太夫等の御霊社に祭られしもJ1宮中
に一殿として街!奉仕あそばされたき事j と提言している O この文にも鎮魂の諾はない。
もう一件、大国fi正の慶j忘3年 (1867)同!jl祇宮本義J19についてであるが、これは祭政一致を
統治の中心として設けようとした神祇官の規範を示すものであった。その中に「いまも猶鎮魂
祭をもてやfJ祇宮の要務とす。jとあり、「鎮魂祭の主意をしるすべきなり。jとして「魂鋭・大忠
大孝・天神地祇Jを挙げている O 魂i魂は天皇の魂院で、魂塊を振るわせる鎮魂祭をもって忠孝
と天神地祇の信仰を結びつけようとしたものである O また「八神殿は神祇官の本主にてあれば
なりjと宮中鎮魂祭の八神殿を言っていることから、この鎮魂は御霊鎮魂ではなく、宮中鎮魂
祭をさすと考えられる O
宮中鎮魂祭を強化して国家祭犯の中心に据えたいとの主張である O 山田論文20ではこれを御霊
の鎮魂と解釈しているが、幕末のこの期には御霊に対して鎮魂という言葉は使わなかったと考
えられるO
2 )津和野国学と鎮斎・鎮祭
関連して神葬祭について補足する O ネ!Il葬祭については「その l鎮魂諾の近代jの 15神葬祭
と鎮魂jで述べたように、ネ!jl葬祭では鎮魂という言葉ーは使わず、選霊という語を使う O 霊が鎮
所である墓所に選るという意味での遷霊である O
尊王運動は仏教排斥に結びつき葬式仏教を批判し、その結果神葬祭をあみだす。戊辰戦争の
戦死者を葬する捺も仏式でなく千!1式を選んだ。それが後の靖国神社につながる招魂社の設立で、
ある O 文久2:年 (1862)京都霊山の霊i羽舎に招魂社を設けるのだが、この神葬の考えは津和野L藩
において起こる O 中心になったのは福羽美静・大谷秀実の津和野藩士である O 翌文久3年(1863)
津和野滞の藩士が京都祇留守IfJ社の境内に招魂の小社を建てる210 その時奏上された祝認に「御霊
乎i司社提言鎮斎国忠璽報伊jすなわち「御霊を同社に鎮斎し、国忠、に報いjと読める O ここで鎮
斎という誌が用いられている 220 また津和野では死者を肥る社として祖霊社・総霊社を作る動き
が神葬とともにひろがるが、その際も鎮祭の認を用いている O
ただ千I葬祭の選霊の時、千1依板を中啓(扇)で叩くということがある O これは宮中鎮魂祭の
和琴を模したものとしている O 明治6年の教部省の設けた宗教政策である「十一兼題jには神仏
共通用語として葬儀のことを鎮魂といっている例がある O 少しあとになるが大正11年の落合直文
編の f日本大辞典言泉jでは神葬祭のことを鎮魂祭としている O 宮中鎮魂祭と神葬祭を意図的
に混同したためかはわからないが、明治になってから葬儀を鎮魂祭としてみることがあったの
かもしれない。 (1その l鎮魂語の近代j参照)
3 )権回直助と鎮魂帰神の法
「その 1鎮魂語の近代jを書いている中で明治以降の新開記事索引で鎮魂の語が初見するの
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は明治9年 (1876)6月初日の相模大山の広告にある「大LlJ鎮魂祭jの記事であるとした。これも
幕末からの国学運動のひとつと見られるので補足しておく O 権問直助は文化6年(1809)今の埼
玉県毛呂1町で生まれ、漢方i去をめざすが、納得できず皇朝医学という日本古来のi去術を学ぶ
べく平田篤j乱の門下になる O 幕末の尊王運動にかかわり、明治になると征韓ュを企てた嫌疑で幽
閉され、赦免後相模大山神社の禍1ぎとなる O ここで行ったのが病気治しでもある、鎮魂帰心の
法である O 権回の書には「霊魂滞着考詮Jr魂心気略蹄jがある、そこには「魂の人身より離れ
たる後jのことが書かれている段があり、このような離魂の病を治すのが、鎮魂帰判iの法で右
上神社の鎮魂法をもとにしたものである230 この鎮魂帰神の法は明治時代に入ると古神道として
諸派が用い、大正から昭和にかけての大本教事件につながる O
4 まとめ
1) r鎮魂J語史
j;JJ二3[国連載をまとめてみると次のようになる o
鎮魂の諾は「大宝令Jのネ11祇令に「寅日鎮魂祭j職員令に「干Ijl祇1!j 掌鎮魂Jとあるのが初
見で以降の格式に定められ、故実書に解説されている O 24六回史、各種古記録にあることは伐に
述べた。鎮魂の諾はこの宮中鎮魂祭のことをいっている O 宮中鎮魂祭とは別の物部の鎮魂の犠
のあったことは伴信友-鈴木重胤等の幕末の国学者の述べていることで、鈴木霊j乱は蘇生法で、
もあったという O この説をさらに進めたのが折口信夫で、績の1寺にこの鎮魂が行われたのでは
ないかとした。五来重も同校の説をとる O ただ両者は{令集解jの「凶:J蕗魂を鎮むるjの認を
以って「鎮魂Jとしたので厳密にいうと「鎮魂jという熟語ではない。
これ以外には「鎮魂jという言葉は宮中鎮魂祭を指す語以外はでてこない。
現在一般には「怨霊・御霊を鎮魂するJという文脈がよく用いられるので、その関連を採っ
てみたが、結論としては怨霊-御霊に対して歴史書の中では鎮魂という言葉を見出せなかった。
「慰める O 祭る O 鎮謝す。鎮撫す。調伏す。jである O 特に「鎮謝すJは多い。「鎮めてわびるj
の意味で、現在一般用語としては用いられていない諾である or鎮撫jは鎮め押さえるで「調伏J
は従わせるという意味で、この二誌は中世になってから怨霊・御霊に対'して使われるようにな
るD
一方鎮魂は江戸時代まで宮中鎮魂祭を表す言葉であり続けたが、武士が力を持ち天皇の力が
弱くなるに従って一般には忘れられた語であったと思われる O 事実大嘗祭が執り行われなくな
り、その前段の儀礼である鎮魂祭を中断した時期もあった250
この鎮魂の語が意味を広げて復活するのは幕末である O まず尊王忠想、から宮中鎮魂祭をネ1祇
官の本務としようとする大国隆正の意見。崇徳天皇にみるように御霊として扱われた天皇霊の
復活を画した中瑞雲斎の動き D 次に仏教葬に対して墓を魂の鎮まる所とする神葬祭運動。民間
に伝わっていた鎮魂帰神の法の復活をいう古神道復興の動き等が挙げられる O しかしこの段階
でも鎮魂は宮中鎮魂祭の意味であったが、神葬祭では鎮斎・鎮祭の語が使われる O 墓をみたま
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の鎮まる所としたのは平田篤胤であるが死者儀礼を鎮魂と意識するのはこの頃から始まったと
も思われる O
明治期の日清戦争から戦死者にたいする語として鎮魂の語が新聞に用いられるようになる O
鎮魂は横死者に対して使うという意識があると思われる O この時点で戦死者の怨霊を鎮魂する
という観念があったのではないかと思われる O しかし日露戦争以降天皇が靖盟神社を親拝する
等で靖国神社に対ーする国家の関与が強まるにしたがって、戦死者には招魂・慰l霊の語が用いら
れ、戦死者を怨霊扱いにする鎮魂の諾は用いられなくなる O 一方明治22年から新嘗祭にともなう
鎮魂祭が正式に復活しお、宮中祭犯としての鎮魂祭の諾が新聞にでるようになる O
ただ外国の葬儀に「鎮魂祭Jの語を使用したり、音楽のレクイエムを「鎮魂11Jとする例を
みる O これは葬儀や死者を悼むことの翻訳語として鎮魂の語を新開記者が使ったように思える270
前述したように神道家に神葬祭を宮中鎮魂祭に模すという考えもあったようである O このよう
に一般死者の葬儀または死者悼む意味で鎮魂を使う例も散見するようになる O
この鎮魂の認が急に増えるのは1970年以降で、その原因として靖国神社の参拝問題で、靖国神社
の絶対性が崩れたことがその-~とみられるが、梅原猛や谷川健一等の怨霊鎮魂におどろおど
ろしいイメージをもってブームを引き起こしたことも挙げ、られる O その論拠には折口信夫をは
じめとする民俗学者の、「鎮魂j語の敷街化という過程があった。現在鎮魂の諾は横死者の霊を
鎮めるということも薄れて、一般に死者を悼むというような意味に用いられているのではない
だろうか。 以上が「鎮魂j諾の変遷である O
2 )近代語としての鎮魂
鎮魂という諮を調べ出したのは筆者が念仏腕り等の民間念仏の研究を進める中で、この鎮魂
の語を確定しようとしたことに始まる O というのは「念仏踊りは鎮魂の蹄りJとするのが定説
であったからだ。この説は折口信夫・五来重によることはすでに述べた O いずれも f令義解J
f令集Wj:，]を根拠にしている O 績は死者再生を j~N う儀礼とするか死霊鎮めの儀礼とするかで両者
の論は分かれるが、遊び部という歌舞の徒が葬儀に踊ったとすることは記事にあり、それが宮
中鎮魂につながる儀礼であり、またこの徒の末高が神楽のA女や念仏蹄りの聖につながるとし
ているというのが両者の論であるお。鎮魂ということでは宮中鎮魂・死者鎮魂・芸能鎮魂は通底
している。 1M]霊会に多くの歌舞が風流として登場するのも鎮魂のためとしている O
しかし鎮魂という諾は宮iやの鎮魂祭の意味以外には使われなかったのではないかというのが、
今回の結論である O いや鎮魂/J守意味があったのではないかという弁明も考えられる o 鎮魂的意
味とは死と再生とか擬死再生の儀礼的意味が鎮魂祭にあり、それが民俗的伝統として通底して
いるのではないかとする見方である o 70年以降の文化人類学理論の導入によりこの説は広く受け
入れられるようになったO しかしその時代、語として月3いられていないというのは決定的であ
る O 鎮訪1"・鎮撫-調伏には鎮詩~. .鎮11f(~ .調伏という意味があり、その当時の鎮魂祭の意味とは
異なって用いられたからである O 御霊会の風流も念仏締りもしかりであるおo
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もう一度考えると私達が用いている「鎮魂Jという諾は近代に意味を変えて月3いられている
語である O 宮中祭最Eの鎮魂祭が怨霊の鎮魂に、さらに死者供養の鎮魂に鎮魂の対象をずらしな
がら用いられてきた。現在私達が使っている「死者を鎮魂するjは最近発生した。その意味で、
鎮魂は近代詩もしくは現代誌である o 1怨霊・御室主を鎮魂するJ1死者を鎮魂するjという用語
は近代に生み出された用語であり、しかもこの用語は民俗学が造ったということになる O
長王
「鎮魂語の近代-1鎮魂j諾疑義考その 1J nヒ較民俗研究Na25j2011年3月
「研究史にみる鎮魂諾-1鎮魂j語疑義考その 2Jnヒ較民俗1i:Jf究Na26j2011年 6pj 
2 松*J健「鎮魂I!YI術のj京像Jr古代伝承と宮廷儀礼jp 113 
3 藤野岩友氏「鎮魂の語義とその出典Jr留学院雑誌jNa69-11留学院大学1968年1]月
4 松前健「宮廷鎮魂祭と石上の鎮魂祭Jr古代伝承と宮廷儀礼j 新井喜久夫「遊び音I~考J r続日
本紀研究jNa9-9通巻105号
また 1鎮魂訂正の近代jで述べた幕末から明治にかけて古神道が取り入れた鎮魂帰ネ1法は多く
はこの石上神社の鎮魂法によっている O
f鈴木重}~L全集 第十一巻j1延喜式祝詞講義十二巻下 十六鎮魂祭J1939鈴木重胤先生学
徳顕彰会
6 鎮魂祭における笹Il lll~~~.告を震動させる、木綿の糸を結ぶ等、個々の儀礼の成立過程については
新谷尚紀「大和王権と鎮魂祭Jrl主立歴史民俗持物館研究報告jNa152留立歴史氏俗博物館2009
に詳しい。
黒田俊夫19821鎮魂の系譜一国家と宗教をめぐる点描-J ~'歴史学研究j Na500→ f著作集 3j 
法蔵館
8 村ー山修一『日本都['1生活の?J!MJtUr天神御霊信仰史jr天神信仰』柴田実判コ世庶民信仰の研
究jr御霊信仰』。
9 柴田実「祇i君御霊会ーその成立と意義一J1954で使用している。その論文の別の館所で御霊
会にともなう歌舞について、「歌舞はより古くからの鎮魂の要件であったjの誌がある O
10 鎮斎は f日本都市生活の源流j1953 p16に「怨霊鎮斎Jの語を使用している O 鎮撫以下は
『天神笹1霊信仰l史jの中から O ただしその書でーヶ所「鎮魂Jの誌を使っている o (p 50) この
本は1996年刊で鎮魂の諾が一般化してからの出版である O 研究者が鎮魂の誌を使用するのも
1970年以降急に増える o (その一、そのこ参照)
1 怨霊関係の史料文献の出典については山田雄司の f崇徳院怨霊の研究jr政恵する怨霊jを
参考にするとともに、東大史料編纂所の「古記録フルテキストデーターベースJ1大日本史料
総合データーベースJ1平安遺文フルテキストデーターベースJ1鎌倉遺文フルテキストデータ
ーベース」等を利用した。
12 桓武天皇が編纂を指示したといわれる f続iヨ本紀jは早良親王の崇りに関する記事は削除さ
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れている O
13 f六l!l史索引三 日本後紀続日本後紀日本文徳天皇実録索引Jp 302吉)1弘文館1958
14 山田雄司「崇徳天皇神霊の還選j大演徹也編 f近代iヨ本の歴史的位相j1999万水書房
15 名著出版版作万ー修平田篤j乱全集j第6巻1952によった。
16 中瑞雲斎については山田雄司 f崇徳天皇子1霊の還遷j宮城公子「幕末留学の幽冥観と御霊信
仰j桑原恵「尊王援夷運動の思想一中瑞雲粛を中心に-Jに詳しい。
17 中瑞雲斎「窓遁溺~9二登(まどのひとりこと )J r熊取町史紀要第二号中瑞雲斎関係書簡集j大
阪府熊取IJ教育委員会1988
18 矢野玄道「献芹1説者(けんきんせんご)J芳賀登・松本三之介編 f日本思想体系 国学運動
の思想j1971岩波書庖
r大 i主1I~正ネ1\1祇宮本義J r 日本近代思想、体系 宗教と庖家j1988岩波書j吉? ??
20 11!五雄司「崇徳天皇子1霊の遼遷j
21 1JI藤隆久「津和野に於ける総霊社と祖霊社JHll道津和野教学の:rJ3f究jr津和野の国学と向熊
I~~J 抜本健一「神道家 .1語学者としての福羽美静『明治神道史の研究j
22 }]I藤隆久「津和野に於ける総霊社と祖霊社JH1l道津和野手文学の研究jp 223 
お 権問直D)Jに関しては神 1奇1m郎編『図与さ体系20巻 権回直助集j及び桜111-[1Hr覚書・権出直
助{云 (1) ~ (7) J r東国民衆史No3~10jに詳しい。
24 この科二は新谷尚紀2009r大和王様と鎮魂祭Jr鎮魂1*)係基本史料jに詳しい。
25 寛正4年(1463)から元文5年 (1740)に中断されていた可能性が高い。 )1出清彦「鎮魂祭
古儀考j
26 明治22年宮中賢所御三殿新築にともない綾締殿で宮内省が行うようになった。 )1出清彦「鎮
魂祭古儀考j
幻 津城寛文は f祭・芸能・行事大辞典jの「鎮魂jの項でく近代になって西洋音楽が輸入され、
「死者のためのミサ出]jが「鎮魂曲Jとして受用されたことを契機に、鎮魂に「慰霊jの意味
が付与された>として死者鎮魂をミサ曲の訳語に求めている O
鉛 1JT口信夫は，-J二代葬儀の精神Jr芸能史六講j等を参考。五来重1953r遊部考J新井喜久夫
1987 r遊部考J
お 念仏には往生や歓喜蹄践という意味がある O 念仏と踊りが別立てであることは以下の論考に
記した。坂本安「若狭の六斎と念仏JrまつりjNo66 r三信遠大念仏の構成と所作Jr民俗芸能
研究jNo50 
参考文献
新井喜久夫 1987 r遊部考J~続日本紀研究j No9-9通巻105号 続臼本紀研究会
加藤隆久 1983 r津和野の国学とi司熊i主Jr維新前後に於ける図皐の諸問題j圏皐院大挙日本文
化研究所
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1985仰ド道津和野教学の研究j図書刊行会
IH:H青彦 1989 1鎮魂祭古儀考j仔lj道史研究jNo27-2神道史学会→1990r大嘗祭と宮中のまつりj
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